
過去の研究実績 現在ࠊ注力し࡚いࡿ研究 今ᚋ取ࡾ組࡛ࢇいࡁ
たい研究

1. ࣝࢺࢡ࣌ࢫチ࣐ࣝ
ࡼࢢンࢪ࣮࣓
忠実ࢆ実物の色ࡾ
ࢩ映像ࡿ再現す
࣒ࢸࢫ

2. 広い色域ࢆ表示可
能࡞多原色ࢫࢹ
プࣞ

3. ࢆ࣮ࣇࣛࢢࣟ࣍
用いた立体像のプ
ࣜンࢺ技術

4. 病理画像の自動解
析ࠊ病理診断支援
࣒ࢸࢫࢩ

1. 複合解像度型ศගࢪ࣮࣓ンࢢ技術ࡿࡼศග
画像技術の応用展開

2. 融合したࢆ࣮ࣇࣛࢢࣟ࣍ࢻ࣮ࣝࣇࢺࣛ
新しい3D࣮ࣘࢨンタ࣒ࢸࢫࢩࢫ࣮࢙ࣇの開発

3. 究極の3Dࢫࢹプࣞࢆ具現化すࡿためのࣟ࣍
計算技術࣮ࣇࣛࢢ

4. 病理画像解析࣭認識技術の開発
 

1. ࣮ࣃࣁチ࣭࣐ࣝ
画像技ࣝࢺࢡ࣌ࢫ
術の産業応用

2. ࣮ࣇࣛࢢࣟ࣍
ග波の制御ࡿࡼ
情報処理技術の融
合ࡿࡼ新た࡞機
能࣒ࢸࢫࢩの創出

3. 病理学貢献࡛ࡁ
画像認識࣭解析ࡿ
技術の開発

③http://www-oid.ip.titech.ac.jp/ , yamaguchi.m.aa@m.titech.ac.jp

計算ホটグラフॕー
による高質感3D表示

光技術と情報処理技術を融
合した新しい画像技術・映
像३スॸムの開発と産業応
用を目指しています؛

代表的研究例

情報通信工学 画像工学, 光工学 分光画像，色再現，ホログラフィー, 病理画像解析

情報通信系 教授 山口雅浩
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病理画像認識・
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